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(57)【要約】
　シリアル低電力チップ間メディアバス(SLIMbus)シス
テムにおけるマルチチャネルオーディオ通信を開示する
。この点に関して、一態様では、SLIMbusシステムにお
いてマルチチャネル出力ポートが設けられる。マルチチ
ャネル出力ポートは、ダイレクトメモリアクセス(DMA)
パイプを介してオーディオソース(たとえば、記憶媒体)
からオーディオストリームを受信し、すべてが単一のマ
ルチチャネル出力ポートに接続された複数のデータチャ
ネルを介してオーディオストリームを複数の受信ポート
(たとえば、スピーカ)に分配する。別の態様では、SLIM
busシステムにおいてマルチチャネル入力ポートが設け
られる。マルチチャネル入力ポートは、複数の分配ポー
ト(たとえば、マイクロフォン)から複数のデータチャネ
ルに接続する。SLIMbusシステムにおいてマルチチャネ
ル出力ポートおよび/またはマルチチャネル入力ポート
を設けることによって、単一のDMAパイプによって複数
のデータチャネルをサポートすることが可能であり、し
たがって、SLIMbusシステムの実装上の融通性および効
率が向上する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時分割多重(TDM)バスに結合されるように構成されたマルチチャネル出力ポートであっ
て、前記TDMバスによって搬送される少なくとも2つのデータチャネルに接続するように構
成されたマルチチャネル出力ポートを備えるオーディオソース。
【請求項２】
　前記TDMバスはシリアル低電力チップ間メディアバス(SLIMbus)を備える、請求項1に記
載のオーディオソース。
【請求項３】
　前記マルチチャネル出力ポートに関連付けられた出力バッファをさらに備え、前記出力
バッファは、先入れ先出し(FIFO)レジスタを備える、請求項1に記載のオーディオソース
。
【請求項４】
　前記マルチチャネル出力ポートに結合され、インターリーブされたオーディオデータを
前記マルチチャネル出力ポートに渡すように構成されたデータパイプをさらに備える、請
求項1に記載のオーディオソース。
【請求項５】
　前記データパイプは、ダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプを備える、請求項4に記載
のオーディオソース。
【請求項６】
　前記DMAパイプは、単一のDMAパイプのみを備える、請求項5に記載のオーディオソース
。
【請求項７】
　前記少なくとも2つのデータチャネルの各々に1つ設けられたそれぞれの出力バッファを
さらに備え、前記それぞれの出力バッファは先入れ先出し(FIFO)レジスタを備える、請求
項1に記載のオーディオソース。
【請求項８】
　前記それぞれの出力バッファの各々に1つ設けられたそれぞれのデータパイプをさらに
備える、請求項7に記載のオーディオソース。
【請求項９】
　前記それぞれのデータパイプは、ダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプを備える、請
求項8に記載のオーディオソース。
【請求項１０】
　前記マルチチャネル出力ポートによって分配されるマルチチャネルオーディオファイル
を記憶するように構成されたメモリ要素をさらに備える、請求項1に記載のオーディオソ
ース。
【請求項１１】
　時分割多重(TDM)バスに結合されるように構成されたマルチチャネル入力ポートであっ
て、前記TDMバスによって搬送される少なくとも2つのデータチャネルに接続するように構
成されたマルチチャネル入力ポートを備えるオーディオシンク。
【請求項１２】
　前記TDMバスはシリアル低電力チップ間メディアバス(SLIMbus)を備える、請求項11に記
載のオーディオシンク。
【請求項１３】
　前記マルチチャネル入力ポートに関連付けられた入力バッファをさらに備え、前記入力
バッファは、先入れ先出し(FIFO)レジスタを備える、請求項11に記載のオーディオシンク
。
【請求項１４】
　前記マルチチャネル入力ポートに結合され、インターリーブされたオーディオデータを
前記マルチチャネル入力ポートから受信するように構成されたデータパイプをさらに備え
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る、請求項11に記載のオーディオシンク。
【請求項１５】
　前記データパイプは、ダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプを備える、請求項14に記
載のオーディオシンク。
【請求項１６】
　前記DMAパイプは、単一のDMAパイプのみを備える、請求項15に記載のオーディオシンク
。
【請求項１７】
　前記少なくとも2つのデータチャネルの各々に1つ設けられたそれぞれの入力バッファを
さらに備え、前記それぞれの入力バッファは先入れ先出し(FIFO)レジスタを備える、請求
項11に記載のオーディオシンク。
【請求項１８】
　前記それぞれの入力バッファの各々に1つ設けられたそれぞれのデータパイプをさらに
備える、請求項17に記載のオーディオシンク。
【請求項１９】
　前記それぞれのデータパイプは、ダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプを備える、請
求項18に記載のオーディオシンク。
【請求項２０】
　オーディオソースを制御する方法であって、
　時分割多重(TDM)バスにおける少なくとも2つのデータチャネルにマルチチャネル出力ポ
ートを接続するステップと、
　前記マルチチャネル出力ポートにおいてオーディオデータを受信するステップであって
、前記オーディオデータは、前記マルチチャネル出力ポートにおける複数のオーディオチ
ャネルを含む、ステップと、
　前記マルチチャネル出力ポートから前記TDMバスにおける前記少なくとも2つのデータチ
ャネルを通して前記複数のオーディオチャネルを送信するステップとを含む方法。
【請求項２１】
　前記TDMバスにおける前記少なくとも2つのデータチャネルに前記マルチチャネル出力ポ
ートを接続するステップは、シリアル低電力チップ間メディアバス(SLIMbus)における少
なくとも2つのデータチャネルに前記マルチチャネル出力ポートを接続するステップを含
む、請求項20に記載の方法。
【請求項２２】
　前記オーディオデータを受信するステップは、前記マルチチャネル出力ポートに関連付
けられた出力バッファによって前記オーディオデータを受信するステップを含み、前記出
力バッファは、先入れ先出し(FIFO)レジスタを備える、請求項20に記載の方法。
【請求項２３】
　前記オーディオデータを受信するステップは、前記オーディオデータをデータパイプか
ら受信するステップを含む、請求項20に記載の方法。
【請求項２４】
　前記オーディオデータを前記データパイプから受信するステップは、前記オーディオデ
ータをダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプから受信するステップを含む、請求項23に
記載の方法。
【請求項２５】
　オーディオシンクを制御する方法であって、
　時分割多重(TDM)バスにおける少なくとも2つのデータチャネルにマルチチャネル入力ポ
ートを接続するステップと、
　前記マルチチャネル入力ポートにおいて前記TDMバスにおける前記少なくとも2つのデー
タチャネルを通して複数のオーディオチャネルを受信するステップと、
　前記マルチチャネル入力ポートにおいてオーディオデータをインターリーブするステッ
プとを含む方法。
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【請求項２６】
　前記TDMバスにおける前記少なくとも2つのデータチャネルに前記マルチチャネル入力ポ
ートを接続するステップは、シリアル低電力チップ間メディアバス(SLIMbus)における少
なくとも2つのデータチャネルに前記マルチチャネル入力ポートを接続するステップを含
む、請求項25に記載の方法。
【請求項２７】
　前記複数のオーディオチャネルを受信するステップは、前記マルチチャネル入力ポート
に関連付けられた入力バッファによって前記オーディオデータを受信するステップを含み
、前記入力バッファは、先入れ先出し(FIFO)レジスタを備える、請求項25に記載の方法。
【請求項２８】
　前記インターリーブされたオーディオデータをデータパイプに渡すステップをさらに含
む、請求項25に記載の方法。
【請求項２９】
　前記オーディオデータを前記データパイプに渡すステップは、前記オーディオデータを
ダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプに渡すステップを含む、請求項28に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、2014年9月3日に出願された
「SLIMBUS WITH MULTI-CHANNEL FUNCTIONALITY」と題する米国仮特許出願第62/045,235号
の優先権を主張する。
【０００２】
　本出願は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる、2015年9月1日に出願された
「MULTI-CHANNEL AUDIO COMMUNICATION IN A SERIAL LOW-POWER INTER-CHIP MEDIA BUS (
SLIMBUS) SYSTEM」と題する米国特許出願第14/842,451号の優先権を主張する。
【０００３】
　本開示の技術は一般にオーディオの分配に関する。
【背景技術】
【０００４】
　モバイル通信デバイスは、現代社会においてますます一般的になってきた。これらのモ
バイル通信デバイスの普及は、一つには、現在そのようなデバイス上で利用可能な多くの
機能によってもたらされている。そのようなデバイスの処理機能が増大していることは、
モバイル通信デバイスが、純粋な通信ツールから高性能モバイルエンターテインメントセ
ンターに進化し、したがって、ユーザエクスペリエンスの増進を可能にしていることを意
味する。
【０００５】
　あらゆる技術的な進歩にもかかわらず、オーディオは依然としてモバイル通信デバイス
の基本的な要素である。モバイル通信デバイスは一般に、ステレオ音楽再生、ハンズフリ
ー音声通話、および音楽ドッキングシステムなどのアプリケーションをサポートするため
にマイクロフォンとスピーカとを含む。モバイル通信デバイスは、複数のオーディオシン
クデバイス(たとえば、ステレオシステムの左右のスピーカ)を同時にサポートすることが
できるので、モバイル通信デバイス内のマイクロプロセッサまたは他の制御デバイスが共
通の通信バスを介して複数のオーディオシンクデバイスにオーディオデータを伝達するの
を可能にすることが望ましい場合がある。
【０００６】
　2012年9月28日に、MIPI(登録商標)Allianceは、シリアル低電力チップ間メディアバス(
SLIMbus(登録商標))の仕様バージョン1.1を公開した。SLIMbus(登録商標)は、時分割多重
化(TDM)バスを介してモバイル通信デバイスにおける複数のSLIMbus(登録商標)デバイス間
のオーディオ通信をサポートするように設計される。複数のSLIMbus(登録商標)デバイス
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は、アプリケーションプロセッサ、記憶媒体、モデム、マイクロフォン、スピーカなどを
含んでもよい。TDMバスは、複数のデータチャネルをサポートすることができる。複数の
データチャネルの各々は、オーディオ通信用のTDMバス上で一対のSLIMbus(登録商標)デバ
イスを接続するように構成することが可能である。SLIMbus(登録商標)仕様バージョン1.1
によれば、SLIMbus(登録商標)デバイスは、各々が信号データチャネルとのオーディオデ
ータ接続を可能にするように構成された1つまたは複数のポートを含んでもよい。この点
に関して、オーディオソース(たとえば、アプリケーションプロセッサ、記憶媒体、およ
び/またはオーディオコーデック)からモバイル通信デバイス内の左側スピーカおよび右側
スピーカにステレオオーディオを再生するには、オーディオソースが2つのポートを使用
して2つのデータチャネルをサポートしなければならない(すなわち、左側スピーカが第1
のポートを通して第1のデータチャネルを使用し、右側スピーカが第2のポートを通して第
2のデータチャネルを使用する)。各ポートがダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプ全体
を消費するので、モバイル通信デバイスにおいてステレオオーディオを再生するのに2つ
のDMAパイプが必要である。その結果、モバイル通信デバイスはステレオオーディオを再
生するうえでより多くのストレージおよび/または通信帯域幅を必要とし、したがって、
コストおよび電力消費量が増大する場合がある。この状況は、5.1または6.1サラウンドサ
ウンドのように2つよりも多くのオーディオチャネルがあるときに悪化する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　詳細な説明において開示する態様は、シリアル低電力チップ間メディアバス(SLIMbus)
システムにおけるマルチチャネルオーディオ通信を含む。この点に関して、一態様では、
SLIMbusシステムにおいてマルチチャネル出力ポートが設けられる。マルチチャネル出力
ポートは、ダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプを介してオーディオソース(たとえば、
記憶媒体)からオーディオストリームを受信し、すべてが単一のマルチチャネル出力ポー
トに接続された複数のデータチャネルを介してオーディオストリームを複数の受信ポート
(たとえば、スピーカ)に分配する。別の態様では、SLIMbusシステムにおいてマルチチャ
ネル入力ポートが設けられる。マルチチャネル入力ポートは、複数の分配ポート(たとえ
ば、マイクロフォン)から複数のデータチャネルに接続する。SLIMbusシステムにおいてマ
ルチチャネル出力ポートおよび/またはマルチチャネル入力ポートを設けることによって
、単一のDMAパイプによって複数のデータチャネルをサポートすることが可能であり、し
たがって、SLIMbusシステムの実装上の融通性および効率が向上する。さらに、SLIMbusシ
ステムに関する記憶要件および通信帯域幅要件を軽減してコストおよび電力消費量を低減
させることが可能である。
【０００８】
　この点に関して、一態様では、オーディオソースが設けられる。オーディオソースは、
時分割多重(TDM)バスに結合されるように構成されたマルチチャネル出力ポートを含む。
マルチチャネル出力ポートも、TDMバスによって搬送される少なくとも2つのデータチャネ
ルに接続するように構成される。
【０００９】
　別の態様では、オーディオシンクが設けられる。オーディオソースは、TDMバスに結合
されるように構成されたマルチチャネル入力ポートを含む。マルチチャネル入力ポートも
、TDMバスによって搬送される少なくとも2つのデータチャネルに接続するように構成され
る。
【００１０】
　別の態様では、オーディオソースを制御する方法が提供される。この方法は、TDMバス
における少なくとも2つのデータチャネルにマルチチャネル出力ポートを接続するステッ
プを含む。この方法は、マルチチャネル出力ポートにおいてオーディオデータを受信する
ステップも含む。オーディオデータは、マルチチャネル出力ポートにおける複数のオーデ
ィオチャネルを含む。この方法は、マルチチャネル出力ポートからTDMバスにおける少な



(6) JP 2017-535800 A 2017.11.30

10

20

30

40

50

くとも2つのデータチャネルを通して複数のオーディオチャネルを送信するステップも含
む。
【００１１】
　別の態様では、オーディオシンクを制御する方法が提供される。この方法は、TDMバス
における少なくとも2つのデータチャネルにマルチチャネル入力ポートを接続するステッ
プを含む。この方法は、マルチチャネル入力ポートにおいてTDMバスにおける少なくとも2
つのデータチャネルを通して複数のオーディオチャネルを受信するステップも含む。この
方法は、マルチチャネル入力ポートにおいてオーディオデータをインターリーブするステ
ップも含む。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】2012年9月28日に公開されたMIPI(登録商標)Alliance SLIMbus(登録商標)仕様バ
ージョン1.1(SLIMbus仕様)に従った例示的なシリアル低電力チップ間メディアバス(SLIMb
us)システムにおけるデバイス通信を示す概略図である。
【図２Ａ】ステレオオーディオを記憶デバイスから左側スピーカおよび右側スピーカに再
生するように構成された例示的な電子デバイスの簡略図である。
【図２Ｂ】図2Aの電子デバイスにおけるステレオオーディオ再生をサポートするようにSL
IMbus仕様に従って構成された例示的な従来のSLIMbusシステムの概略図である。
【図３】オーディオコントローラにおける複数のポートのうちの少なくとも1つのポート
をマルチチャネル出力ポートとして働くように構成することによって電子デバイスにおけ
るステレオオーディオ再生をサポートするように構成された例示的なSLIMbusシステムの
概略図である。
【図４】複数のポートのうちの少なくとも1つのポートが複数のデータチャネルをサポー
トするためにマルチチャネル出力ポートとして働くように構成される例示的なSLIMbusシ
ステムの概略図である。
【図５】複数のポートのうちの少なくとも1つのポートが複数のデータチャネルをサポー
トするためにマルチチャネル入力ポートとして働くように構成される例示的なSLIMbusシ
ステムの概略図である。
【図６】マルチチャネル出力ポートとマルチチャネル入力ポートとを含む例示的なSLIMbu
sシステムの概略図である。
【図７】図3～図6のSLIMbusシステムを使用することができる例示的プロセッサベースシ
ステムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に図面を参照して、本開示のいくつかの例示的な態様について説明する。「例示的(e
xemplary)」という用語は、本明細書では、「例、事例、または例示としての役割を果た
す」ことを意味するために使用される。「例示的」として本明細書で説明するいずれの態
様も、必ずしも他の態様よりも好ましいか、または有利であると解釈されるべきではない
。
【００１４】
　詳細な説明において開示する態様は、シリアル低電力チップ間メディアバス(SLIMbus)
システムにおけるマルチチャネルオーディオ通信を含む。この点に関して、一態様では、
SLIMbusシステムにおいてマルチチャネル出力ポートが設けられる。マルチチャネル出力
ポートは、ダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプを介してオーディオソース(たとえば、
記憶媒体)からオーディオストリームを受信し、すべてが単一のマルチチャネル出力ポー
トに接続された複数のデータチャネルを介してオーディオストリームを複数の受信ポート
(たとえば、スピーカ)に分配する。別の態様では、SLIMbusシステムにおいてマルチチャ
ネル入力ポートが設けられる。マルチチャネル入力ポートは、複数の分配ポート(たとえ
ば、マイクロフォン)から複数のデータチャネルに接続する。SLIMbusシステムにおいてマ
ルチチャネル出力ポートおよび/またはマルチチャネル入力ポートを設けることによって
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、単一のDMAパイプによって複数のデータチャネルをサポートすることが可能であり、し
たがって、SLIMbusシステムの実装上の融通性および効率が向上する。さらに、SLIMbusシ
ステムに関する記憶要件および通信帯域幅要件を軽減してコストおよび電力消費量を低減
させることが可能である。
【００１５】
　本開示の特定の態様を含むSLIMbusシステムにおけるマルチチャネルオーディオ通信の
例示的な態様について説明する前に、2012年9月28日に公開されたMIPI(登録商標)Allianc
e SLIMbus(登録商標)仕様バージョン1.1(以下では「SLIMbus仕様」と呼ぶ)に従ったSLIMb
usシステムについて、図1を参照しながら簡単に説明する。次に、SLIMbus対応電子デバイ
スにおけるステレオオーディオ再生をサポートするようにSLIMbus仕様に従って構成され
たSLIMbusシステムの例について、図2Aおよび図2Bを参照しながら説明する。SLIMbusシス
テムにおけるマルチチャネルオーディオ通信の特定の例示的な態様についての説明では、
最初に図3を参照する。
【００１６】
　この点に関して、図1は、SLIMbus仕様に従った例示的なSLIMbusシステム100におけるデ
バイス通信を示す概略図である。図1を参照する。SLIMbusシステム100は、第1のデバイス
102と、第2のデバイス104と、第3のデバイス106と、第4のデバイス108と、第5のデバイス
110と、第6のデバイス112(集合的にSLIMbusデバイス114と呼ぶ)とを含んでもよい。SLIMb
usデバイス114は、時分割多重化(TDM)バス(以下では「TDMバス116」と呼ぶ)である共有バ
ス116を介して通信するように構成される。SLIMbus仕様によれば、SLIMbusデバイス114の
各々は、SLIMbusデバイス114の各々がTDMバス116にアクセスするのを可能にするのに必要
な論理を含むSLIMbusコンポーネント(図示せず)内の別個にアドレス可能なエンティティ
である。非限定的な一例では、SLIMbusデバイス114は、アプリケーションプロセッサ、記
憶媒体、モデム、マイクロフォン、スピーカなどであってもよい。
【００１７】
　引き続き図1を参照する。SLIMbusデバイス114の各々は複数のポート118(1)～118(N)を
備える。SLIMbus仕様によれば、SLIMbusデバイス114の各々は最大で64個のポートをサポ
ートしてもよい。複数のポート118(1)～118(N)の各々は、任意のSLIMbusデバイス114がデ
ータチャネルに接続する(SLIMbus仕様ではこの語が使用されている)のに必要なパラメー
タ(たとえば、接続ステータス、チャネル番号、使用されるトランスポートプロトコル、
関連するデータチャネルパラメータ)を含む。データチャネルは、SLIMbusソースデバイス
(たとえば、第1のデバイス102)とSLIMbusシンクデバイス(たとえば、第2のデバイス104ま
たは第6のデバイス112)との間の論理的な関連付けを実現し、したがって、オーディオデ
ータをSLIMbusソースデバイスから関連するSLIMbusシンクデバイスに分配するのを可能に
する。図1に示すように、第1のデータチャネル120(1)は、第1のデバイス102におけるポー
ト118(N)と第2のデバイス104におけるポート118(X)との間の論理的な関連付けを実現する
。第2のデータチャネル120(2)は、第1のデバイス102におけるポート118(1)と第6のデバイ
ス112におけるポート118(N)との間の論理的な関連付けを実現する。ステレオシステムの
例を使用すると、第2のデバイス104は左側スピーカであってもよく、第6のデバイス112は
右側スピーカであってもよく、それによって、第1のデータチャネル120(1)は左側オーデ
ィオチャネルに関する情報を搬送し、第2のデータチャネル120(2)は右側オーディオチャ
ネルに関する情報を搬送する。
【００１８】
　さらに、SLIMbus仕様によれば、第1のデバイス102におけるポート118(1)およびポート1
18(N)、第2のデバイス104におけるポート118(X)、ならびに第6のデバイス112におけるポ
ート118(N)は、データチャネル120(1)または120(2)などの単一のデータチャネルのみをサ
ポートすることができる。SLIMbusデバイス114間のデータチャネル120(1)および120(2)は
、TDMバス116によって物理的にサポートされる。TDMバス116は、第1のデータチャネル120
(1)によって実現される論理的な関連付けに基づいて第1のデバイス102におけるポート118
(N)から第2のデバイス104におけるポート118(X)にオーディオデータを搬送する物理的な
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通信媒体である。同様に、TDMバス116は、第2のデータチャネル120(2)によって実現され
る論理的な関連付けに基づいて第1のデバイス102におけるポート118(1)から第6のデバイ
ス112におけるポート118(N)にオーディオデータを搬送する。
【００１９】
　図2Aは、ステレオオーディオを記憶デバイス202から左側スピーカ204および右側スピー
カ206に再生するように構成された例示的な電子デバイス200の簡略図である。図2Aを参照
する。オーディオコントローラ208は、オーディオファイル、たとえば、モーションピク
チャエキスパートグループバージョン3(MP3)ファイルを記憶デバイス202から左側スピー
カ204および右側スピーカ206に再生する音楽再生アプリケーションによって構成されても
よい。オーディオファイル内のオーディオデータは通常、データブロック(以下ではオー
ディオセグメントと呼ぶ)の形で構成され記憶される。オーディオファイルが再生される
と、オーディオコントローラ208は、圧縮され符号化されたオーディオファイル210を記憶
デバイス202から受信する。圧縮され符号化されたオーディオファイル210は、マルチチャ
ネルオーディオストリーム(たとえば、最初に記録されたとおりに演奏を行うために一緒
にスピーカに流れるように設計された左側チャネルおよび右側チャネルを含むステレオオ
ーディオファイル)を含む。オーディオコントローラ208は、圧縮され符号化されたオーデ
ィオファイル210を復号して解凍し、マルチチャネルオーディオストリームを含む復号さ
れ解凍されたオーディオファイル210'をTDMバス116に送信する。復号され解凍されたオー
ディオファイル210'のマルチチャネルオーディオストリームにおける個々のオーディオチ
ャネル212L(すなわち、左側オーディオチャネル)および214R(すなわち、右側オーディオ
チャネル)が個々の左側スピーカ204および右側スピーカ206に供給される。非限定的な一
例では、オーディオコントローラ208は図1の第1のデバイス102と見なされる。左側スピー
カ204および右側スピーカ206はそれぞれ、第2のデバイス104および第6のデバイス112と見
なされる。第1のデバイス102、第2のデバイス104、および第6のデバイス112と同様に、オ
ーディオコントローラ208、左側スピーカ204、および右側スピーカ206はTDMバス116を介
して相互接続される。したがって、電子デバイス200は、図1のSLIMbusシステム100の一例
である。
【００２０】
　図2Bは、図2Aの電子デバイス200におけるステレオオーディオ再生をサポートするよう
にSLIMbus仕様に従って構成された例示的なSLIMbusシステム216のより詳細な概略図であ
る。図2Aと図2Bの間の共通の要素は、それらの図において共通の要素番号で示され、本明
細書において繰り返し説明することはない。
【００２１】
　図2Bを参照する。オーディオコントローラ208は、圧縮され符号化されたオーディオフ
ァイル210を解凍し復号した後、複数のオーディオチャネル(たとえば、ステレオオーディ
オファイル用の左側オーディオチャネルおよび右側オーディオチャネル)を含むオーディ
オストリーム218を有する。オーディオコントローラ208は、ダイレクトメモリアクセス(D
MA)パイプであってもよい第1のデータパイプ220と第2のデータパイプ222とを含む。第1の
データパイプ220はオーディオストリーム218のサブセットを受信し、第2のデータパイプ2
22はオーディオストリーム218の異なるサブセットを受信する。第1のデータパイプ220は
、第1のポート224に結合される。第2のデータパイプ222は、第2のポート226に結合される
。第1のポート224は第1の出力キュー228を含み、第2のポート226は第2の出力キュー230を
含む。第1の出力キュー228および第2の出力キュー230は先入れ先出し(FIFO)キューであっ
てもよい。
【００２２】
　引き続き図2Bを参照する。第1のポート224はデータチャネル232Lに接続する。左側スピ
ーカ204におけるポート234もデータチャネル232Lに接続する。同様に、第2のポート226は
データチャネル236Rに接続し、右側スピーカ206におけるポート238はデータチャネル236R
に接続する。データチャネル232Lは左側オーディオチャネル212L用のデータを搬送し、デ
ータチャネル236Rは右側オーディオチャネル214R用のデータを搬送する。ポート234は入
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力キュー240を含んでもよく、ポート238は入力キュー242を含んでもよい。入力キュー240
および242はFIFOキューであってもよい。この点に関して、SLIMbusシステム216は、図2A
の電子デバイス200においてステレオオーディオ再生をレンダリングするために左側スピ
ーカ204上と右側スピーカ206上とで同時にオーディオを再生する。
【００２３】
　引き続き図2Bを参照する。データチャネル232Lおよび236Rは、TDMバス116内の論理チャ
ネルである。SLIMbus仕様によれば、各データチャネルは固有のポートを必要とする。し
たがって、オーディオコントローラ208は、データチャネル232Lおよび236Rをサポートす
るためにそれぞれ第1のポート224および第2のポート226を使用しなければならない。第1
のデータパイプ220および第2のデータパイプ222の各々が、データチャネル232Lおよびデ
ータチャネル236R宛てのデータを転送するのに必要なデータ帯域幅よりも大きいことがあ
るそれぞれのデータ帯域幅を有する場合があることを諒解されたい。
【００２４】
　しかし、SLIMbus仕様によれば、第1のポート224は第1のデータパイプ220を排他的に占
有しなければならない。同様に、第2のポート226は第2のデータパイプ222を排他的に占有
しなければならない。したがって、第1のデータパイプ220および第2のデータパイプ222の
それぞれのデータ帯域幅は十分に利用されない場合がある。この点に関して、本開示の例
示的な態様では、データチャネル232Lおよび236Rを単一のデータパイプを使用して単一の
ポートからサポートすることが可能になり、したがって、電子デバイス200におけるステ
レオオーディオ再生の実施上の融通性および効率が向上する。単一のデータパイプを検討
しているが、本開示はそのように限定されず、複数のデータチャネルに接続するポートに
関連して複数のデータパイプが依然として使用されてもよい。
【００２５】
　この点に関して、図3は、オーディオコントローラ304における複数のポート302(1)～30
2(M)のうちの少なくとも1つのポートをマルチチャネル出力ポート302(X)として働くよう
に構成することによってステレオオーディオ再生をサポートするように構成された例示的
なSLIMbusシステム300の概略図である。
【００２６】
　図3を参照する。マルチチャネル出力ポート302(X)は、インターリーブされたデータパ
イプ308からインターリーブされたデータ306を受信する。非限定的な一例では、インター
リーブされたデータパイプ308はDMAパイプである。インターリーブされたデータ306は、
左側オーディオチャネル用の左側オーディオデータ310と右側オーディオチャネル用の右
側オーディオデータ312とを含む。マルチチャネル出力ポート302(X)は、インターリーブ
されたデータ306を記憶するインターリーブされた出力キュー314を含む。マルチチャネル
出力ポート302(X)は、第1のデータチャネル316Lおよび第2のデータチャネル318Rに接続す
る。TDMバス320はそれぞれ、第1のデータチャネル316Lにおいて左側オーディオデータ310
を搬送し、第2のデータチャネル318Rにおいて右側オーディオデータ312を搬送する。
【００２７】
　引き続き図3を参照する。左側スピーカ204のポート234は第1のデータチャネル316Lに接
続し、右側スピーカ206のポート238は第2のデータチャネル318Rに接続する。マルチチャ
ネル出力ポート302(X)を第1のデータチャネル316Lと第2のデータチャネル318Rの両方をサ
ポートするように構成することによって、インターリーブされたデータパイプ308などの
インターリーブされた単一のデータパイプしか必要でなくなり、したがって、SLIMbusシ
ステム300は図2BのSLIMbusシステム216よりも効率的になる。マルチチャネル出力ポート3
02(X)を複数のデータパイプとともに使用することが可能であるが、マルチチャネル出力
ポート302(X)によって生じる効率の多くは無効になる。
【００２８】
　引き続き図3を参照する。マルチチャネル出力ポート302(X)は、SLIMbus仕様において定
義されたコマンドを使用して第1のデータチャネル316Lおよび第2のデータチャネル318Rを
サポートするように構成することが可能である。一例として、第1のデータチャネル316L
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にそれぞれのチャネル番号の0が割り当てられ、第2のデータチャネル318RにそれぞれのCN
の1が割り当てられると仮定し、さらに、マルチチャネル出力ポート302(X)、ポート234、
およびポート238にそれぞれポート番号の1、2、および3が割り当てられると仮定すること
に基づく一例を以下のTable 1(表1)に示す。これらの仮定に基づいて、SLIMbusシステム3
00を構成するための例示的なコマンドシーケンスを以下のTable 1(表1)に示す。
【００２９】
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【表１】

【００３０】
　引き続き図3を参照する。マルチチャネル出力ポート302(X)は、第1のデータチャネル31
6Lおよび第2のデータチャネル318Rをサポートする構成から第1のデータチャネル316Lのみ
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をサポートする構成に再構成することが可能である。この再構成は、SLIMbus仕様におい
て定義されたコマンドを使用して実行されてもよい。SLIMbusシステム300を第2のデータ
チャネル318Rを非アクティブ化するように再構成するための例示的なコマンドシーケンス
を以下のTable 2(表2)に示す。
【００３１】
【表２】

【００３２】
　第2のデータチャネル318Rが非アクティブ化された後、マルチチャネル出力ポート302(X
)は、単一のデータチャネルを含む従来のシステムと同様に動作する。その結果、インタ
ーリーブされた出力キュー314は左側オーディオデータ310のみを含む。
【００３３】
　引き続き図3を参照する。SLIMbus仕様において定義されたコマンドを使用して第1のデ
ータチャネル316Lと第2のデータチャネル318Rの両方を同時に終了させることも可能であ
る。SLIMbusシステム300を第1のデータチャネル316Lと第2のデータチャネル318Rの両方を
非アクティブ化するように再構成するための例示的なコマンドシーケンスを以下のTable 
3(表3)に示す。
【００３４】
【表３】

【００３５】
　第1のデータチャネル316Lおよび第2のデータチャネル318Rを非アクティブ化した後、マ
ルチチャネル出力ポート302(X)はもはやデータチャネルに接続されていない。その結果、
インターリーブされた出力キュー314は空になる。
【００３６】
　例示的な態様では、各データチャネルは、同一のサンプル間隔(SI(率、たとえば、48kH
zまたは96kHz))およびセグメント長(SL、すなわち、各トランザクションにいくつのビッ
トが存在するか)を有し、異なるセグメントオフセット(SO)を有する。別の例示的な態様
では、SIは、2つのチャネル間で異なる場合があり、その場合、SIの最大公約数は最小のS
Iであってもよい。各ポートにいくつのチャネルを割り当ててもよいかを示すValueElemen
t機能が特定のデバイスに設定されてもよい。この機能は、レジスタに記憶されてもよく
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、デバイスがSLIMbusシステムに関連付けられているときにマスタデバイスにポーリング
によって供給されるかまたは自動的に供給されてもよい。
【００３７】
　図3では、マルチチャネル出力ポート302(X)が第1のデータチャネル316Lおよび第2のデ
ータチャネル318Rのみをサポートするように示されているが、複数のポート302(1)～302(
M)のうちのいずれかを2つよりも多いデータチャネルをサポートするように構成する(たと
えば、ステレオの代わりに、5.1チャネル構成、6.1チャネル構成、またはその他のチャネ
ル構成が可能である)ことが可能である。この点に関して、図4は、複数のポート402(1)～
402(M)のうちの少なくとも1つのポート402(X)が複数のデータチャネル406(1)～406(Y)を
サポートするためにマルチチャネル出力ポート404として働くように構成される例示的なS
LIMbusシステム400の概略図である。
【００３８】
　図4を参照する。複数のポート402(1)～402(M)は、共有バス408に通信可能に結合される
。非限定的な一例では、共有バス408はTDMバスである。この点に関して、共有バス408は
、複数のデータチャネル406(1)～406(Y)をサポートする物理的な通信媒体である。マルチ
チャネル出力ポート404は、インターリーブされたデータパイプ412からインターリーブさ
れたデータ410を受信する。非限定的な一例では、インターリーブされたデータパイプ412
はDMAパイプである。
【００３９】
　引き続き図4を参照する。インターリーブされたデータ410は、個々のオーディオチャネ
ルに対応するオーディオデータ420(1)～420(Y)を含む。たとえば、オーディオデータ420(
1)は左側チャネルであってもよく、420(Y-1)はサブウーファーチャネルであってもよく、
420(Y)は右側チャネルであってもよい。マルチチャネル出力ポート404は、オーディオデ
ータ420(1)～420(Y)をそれぞれ、複数のデータチャネル406(1)～406(Y)を介して分配する
。この点に関して、複数のデータチャネル406(1)～406(Y)は、オーディオデータ420(1)～
420(Y)をそれぞれマルチチャネル出力ポート404から複数の受信ポート418(1)～418(Y)に
搬送する単指向性出力チャネルであってもよい。複数の受信ポート418(1)～418(Y)も共有
バス408に通信可能に結合される。共有バス408が複数のデータチャネル406(1)～406(Y)を
サポートする物理的な通信媒体であるので、オーディオデータ420(1)～420(Y)は共有バス
408を介してマルチチャネル出力ポート404から複数の受信ポート418(1)～418(Y)に物理的
に転送される。
【００４０】
　引き続き図4を参照する。マルチチャネル出力ポート404は、オーディオデータ420(1)～
420(Y)をFIFOキュー422におけるインターリーブされたデータ410内に記憶する。
【００４１】
　ポートは、マルチチャネルオーディオを受信するように構成されてもよい。この点に関
して、図5は、複数のポート502(1)～502(M)のうちの少なくとも1つのポート502(X)が複数
のデータチャネル506(1)～506(Y)をサポートするためにマルチチャネル入力ポート504と
して働くように構成される例示的なSLIMbusシステム500の概略図である。
【００４２】
　図5を参照する。複数のポート502(1)～502(M)は、共有バス508に通信可能に結合される
。非限定的な一例では、共有バス508はTDMバスである。この点に関して、共有バス508は
、複数のデータチャネル506(1)～506(Y)をサポートする物理的な通信媒体である。マルチ
チャネル入力ポート504は、オーディオデータ514(1)～514(Y)をそれぞれ、複数のデータ
チャネル506(1)～506(Y)を介して受信する。オーディオデータ514(1)～514(Y)は、同じく
共有バス508に通信可能に結合された複数の分配ポート512(1)～512(Y)からマルチチャネ
ル入力ポート504によって受信される。この点に関して、複数のデータチャネル506(1)～5
06(Y)は、オーディオデータ514(1)～514(Y)をマルチチャネル入力ポート504に搬送する単
指向性入力チャネルであってもよい。共有バス508が複数のデータチャネル506(1)～506(Y
)をサポートする物理的な通信媒体であるので、オーディオデータ514(1)～514(Y)は共有
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バス508を介して物理的に転送される。
【００４３】
　引き続き図5を参照する。マルチチャネル入力ポート504は、オーディオデータ514(1)～
514(Y)をFIFOキュー516内に記憶する。マルチチャネル入力ポート504は、オーディオデー
タ514(1)～514(Y)をFIFOキュー516内にインターリーブ状に記憶する。
【００４４】
　引き続き図5を参照する。マルチチャネル入力ポート504は、FIFOキュー516内に記憶さ
れたインターリーブされたオーディオデータ514(1)～514(Y)をインターリーブされたオー
ディオストリーム518に変換する。引き続き図5を参照する。マルチチャネル入力ポート50
4は、インターリーブされたオーディオストリーム518をインターリーブされたデータパイ
プ520に供給する。非限定的な一例では、インターリーブされたデータパイプ520はDMAパ
イプである。
【００４５】
　図4のマルチチャネル出力ポート404と図5のマルチチャネル入力ポート504は、同じSLIM
busシステム内に共存してもよい。この点に関して、図6は、マルチチャネル出力ポート60
2とマルチチャネル入力ポート604とを含む例示的なSLIMbusシステム600の概略図である。
【００４６】
　図6を参照する。SLIMbusシステム600はまた、受信ポート606と分配ポート608とを備え
る。マルチチャネル出力ポート602、マルチチャネル入力ポート604、受信ポート606、お
よび分配ポート608はすべて、共有バス610に通信可能に結合される。非限定的な一例では
、共有バス610はTDMバスであってもよい。マルチチャネル出力ポート602は、第1のオーデ
ィオデータ612および第2のオーディオデータ614をそれぞれ、マルチチャネル入力ポート6
04および受信ポート606に分配する。分配ポート608は、マルチチャネル入力ポート604に
第3のオーディオデータ616を分配する。第1のオーディオデータ612、第2のオーディオデ
ータ614、および第3のオーディオデータ616はそれぞれ、第1のデータチャネル618、第2の
データチャネル620、および第3のデータチャネル622を介して搬送される。本開示のさら
なる態様では、第1のオーディオデータ612と第2のオーディオデータ614が同一であっても
よいが、2つのデータチャネル618および620上で搬送されることに留意されたい。さらに
、本開示の別の非限定的な態様では、第1のオーディオデータ612と第2のオーディオデー
タ614が同一である場合、オーディオデータは同じデータチャネル上で搬送される(図示せ
ず)。同一のオーディオデータが単一のチャネル上で搬送されるそのような構成は、通信
帯域幅を節約する。
引き続き図6を参照する。マルチチャネル入力ポート604は、オーディオデータ612および6
16をFIFOキュー628内に記憶する。マルチチャネル入力ポート604は、インターリーブされ
たオーディオデータ630をFIFOキュー628内に生成する。マルチチャネル入力ポート604は
、インターリーブされたオーディオデータ630をインターリーブされたデータパイプ632に
供給する。非限定的な一例では、インターリーブされたデータパイプ632はDMAパイプであ
る。
【００４７】
　図3、図4、図5、および図6のSLIMbusシステム300、400、500、および600は、任意のプ
ロセッサベースのデバイスに設けられてもあるいはそのようなデバイスに組み込まれても
よい。この例には、セットトップボックス、エンターテインメントユニット、ナビゲーシ
ョンデバイス、通信デバイス、固定ロケーションデータユニット、モバイルロケーション
データユニット、携帯電話、セルラーフォン、スマートフォン、タブレット、ファブレッ
ト、コンピュータ、ポータブルコンピュータ、デスクトップコンピュータ、携帯情報端末
(PDA)、モニタ、コンピュータモニタ、テレビ、チューナ、ラジオ、衛星ラジオ、音楽プ
レーヤ、デジタル音楽プレーヤ、ポータブル音楽プレーヤ、デジタルビデオプレーヤ、ビ
デオプレーヤ、デジタルビデオディスク(DVD)プレーヤ、ポータブルデジタルビデオプレ
ーヤおよび自動車が含まれるが、これらに限らない。
【００４８】
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　この点に関して、図7は、図3、図4、図5、および図6に示すSLIMbusシステム300、400、
500、および600を使用することができるプロセッサベースのシステム700の一例を示す。
この例では、プロセッサベースのシステム700は、各々が1つまたは複数のプロセッサ704
を含む、1つまたは複数の中央処理ユニット(CPU)702を含む。CPU702は、一時的に記憶さ
れたデータへの高速アクセスのためにプロセッサ704に結合されたキャッシュメモリ706を
有する場合がある。CPU702は、システムバス708に結合される。よく知られているように
、CPU702は、システムバス708を介してアドレス情報、制御情報、およびデータ情報を交
換することによって、これらの他のデバイスと通信する。図7には示されていないが、複
数のシステムバス708が提供される場合があり、各システムバス708は異なるファブリック
を構成する。この点に関して、非限定的な一例では、図3のマルチチャネル出力ポート302
(X)、図4のマルチチャネル出力ポート404、図5のマルチチャネル入力ポート504、ならび
に図6のマルチチャネル出力ポート602およびマルチチャネル入力ポート604をシステムバ
ス708に通信可能に結合することができる。
【００４９】
　他のマスタデバイスおよびスレーブデバイスをシステムバス708に接続することができ
る。図7に示されるように、これらのデバイスは、例として、メモリシステム710、1つま
たは複数の入力デバイス712、1つまたは複数の出力デバイス714、1つまたは複数のネット
ワークインターフェースデバイス716、および1つまたは複数のディスプレイコントローラ
718を含むことができる。入力デバイス712は、限定はしないが、入力キー、スイッチ、音
声プロセッサ等を含む、任意のタイプの入力デバイスを含むことができる。出力デバイス
714は、限定はしないが、オーディオ、ビデオ、他の視覚インジケータなどを含む任意の
タイプの出力デバイスを含むことができる。ネットワークインターフェースデバイス716
は、ネットワーク720への、またそこからのデータ交換を可能にするように構成された、
任意のデバイスとすることができる。ネットワーク720は、限定はしないが、有線ネット
ワークまたはワイヤレスネットワーク、プライベートネットワークまたは公衆ネットワー
ク、ローカルエリアネットワーク(LAN)、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WLAN)
、ワイドエリアネットワーク(WAN)、BLUETOOTH(登録商標)ネットワーク、またはインター
ネットを含む、任意のタイプのネットワークとすることができる。ネットワークインター
フェースデバイス716は、所望の任意のタイプの通信プロトコルをサポートするように構
成することができる。メモリシステム710は、1つまたは複数のメモリユニット722(0～N)
およびメモリコントローラ724を含むことができる。
【００５０】
　CPU702はまた、1つまたは複数のディスプレイ726に送信される情報を制御するために、
システムバス708を介してディスプレイコントローラ718にアクセスするように構成されて
もよい。ディスプレイコントローラ718は、1つまたは複数のビデオプロセッサ728を介し
て、表示されるべき情報をディスプレイ726に送信し、ビデオプロセッサ728は、表示され
るべき情報を、ディスプレイ726に適したフォーマットになるように処理する。ディスプ
レイ726は、限定はしないが、陰極線管(CRT)、液晶ディスプレイ(LCD)、プラズマディス
プレイ、発光ダイオード(LED)ディスプレイなどを含む、任意のタイプのディスプレイを
含むことができる。
【００５１】
　本明細書において開示される態様に関して説明される種々の例示的な論理ブロック、モ
ジュール、回路、およびアルゴリズムが、電子ハードウェア、またはメモリもしくは別の
コンピュータ可読媒体に記憶され、プロセッサもしくは他の処理デバイスによって実行さ
れる命令、またはその両方の組合せとして実現される場合があることを、当業者はさらに
理解されよう。本明細書で説明するマスタデバイスおよびスレーブデバイスは、例として
、任意の回路、ハードウェアコンポーネント、集積回路(IC)、またはICチップにおいて採
用されてもよい。本明細書において開示されるメモリは、任意のタイプおよびサイズのメ
モリであってもよく、所望の任意のタイプの情報を記憶するように構成されてもよい。こ
の互換性を明確に示すために、様々な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュール、
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回路、およびステップについて、概してそれらの機能に関して上記で説明した。そのよう
な機能がどのように実装されるかは、特定の適用例、設計上の選択、および/またはシス
テム全体に課された設計制約に依存する。当業者は、説明する機能を特定の適用例ごとに
様々な方法で実現してもよいが、そのような実装の決定は、本開示の範囲からの逸脱を引
き起こすものと解釈されるべきではない。
【００５２】
　本明細書において開示される態様に関して説明される種々の例示的な論理ブロック、モ
ジュール、および回路は、プロセッサ、デジタルシグナルプロセッサ(DSP)、特定用途向
け集積回路(ASIC)、フィールドプログラマブルゲートアレイ(FPGA)もしくは他のプログラ
マブル論理デバイス、個別のゲートもしくはトランジスタロジック、個別のハードウェア
コンポーネント、または本明細書において説明する機能を実行するように設計されるそれ
らの任意の組合せを用いて実現または実行することができる。プロセッサは、マイクロプ
ロセッサであってもよいが、代替形態では、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コ
ントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンであってもよい。プロセッサ
はまた、コンピューティングデバイスの組合せ(たとえば、DSPとマイクロプロセッサの組
合せ、複数のマイクロプロセッサ、DSPコアと連携した1つもしくは複数のマイクロプロセ
ッサ、または任意の他のそのような構成)として実現される場合もある。
【００５３】
　本明細書で開示する態様は、ハードウェアにおいて具現化され、かつハードウェアに記
憶された命令において具現化される場合があり、命令は、たとえば、ランダムアクセスメ
モリ(RAM)、フラッシュメモリ、読取り専用メモリ(ROM)、電気的プログラマブルROM(EPRO
M)、電気的消去可能プログラマブルROM(EEPROM)、レジスタ、ハードディスク、リムーバ
ブルディスク、CD-ROM、または当技術分野において知られている任意の他の形態のコンピ
ュータ可読媒体内に存在する場合がある。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体か
ら情報を読み取ること、および記憶媒体に情報を書き込むことができるようにプロセッサ
に結合される。あるいは、記憶媒体は、プロセッサに一体化されていてもよい。プロセッ
サおよび記憶媒体は、ASIC内に存在してもよい。ASICは、リモート局内に存在してもよい
。代替形態では、プロセッサおよび記憶媒体は、個別の構成要素として、リモート局、基
地局、またはサーバ内に存在する場合がある。
【００５４】
　また、本明細書の例示的な態様のいずれかに記載された動作ステップは、例および議論
を提供するために記載される点にも留意されたい。記載された動作は、図示されたシーケ
ンス以外の多数の異なるシーケンスで実行されてもよい。さらに、単一の動作ステップに
おいて記載された動作は、実際にはいくつかの異なるステップで実行されてもよい。さら
に、例示的な態様において論じられる1つまたは複数の動作ステップが組み合わせられる
場合がある。当業者は、情報および信号が様々な異なる技術および技法のいずれかを使用
して表される場合があることも理解されよう。たとえば、上記の説明全体を通して参照さ
れる場合があるデータ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップ
は、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、光場もしくは光学粒子、またはそれら
の任意の組合せによって表される場合がある。
【００５５】
　本開示の上述の説明は、当業者が本開示を実施するまたは使用することを可能にするよ
うになっている。本開示に対する種々の変更が、当業者には容易に明らかになり、本明細
書において規定される一般原理は、本開示の趣旨または範囲を逸脱することなく、他の変
形形態に適用されてもよい。したがって、本開示は、本明細書で説明する例および設計に
限定されるものではなく、本明細書で開示する原理および新規の特徴と一致する最も広い
範囲を与えられるべきである。
【符号の説明】
【００５６】
　　100　SLIMbusシステム
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　　102　第1のデバイス
　　104　第2のデバイス
　　106　第3のデバイス
　　108　第4のデバイス
　　110　第5のデバイス
　　112　第6のデバイス
　　114　SLIMbusデバイス
　　116　TDMバス
　　200　電子デバイス
　　202　記憶デバイス
　　204　左側スピーカ
　　206　右側スピーカ
　　208　オーディオコントローラ
　　210　圧縮され符号化されたオーディオファイル
　　216　SLIMbusシステム
　　218　オーディオストリーム
　　220　第1のデータパイプ
　　222　第2のデータパイプ
　　224　第1のポート
　　226　第2のポート
　　228　第1の出力キュー
　　230　第2の出力キュー
　　234　ポート
　　238　ポート
　　240　入力キュー
　　242　入力キュー
　　300　SLIMbusシステム
　　304　オーディオコントローラ
　　306　インターリーブされたデータ
　　308　インターリーブされたデータパイプ
　　310　左側オーディオデータ
　　312　右側オーディオデータ
　　314　インターリーブされた出力キュー
　　320　TDMバス
　　400　SLIMbusシステム
　　404　マルチチャネル出力ポート
　　408　共有バス
　　410　インターリーブされたデータ
　　412　インターリーブされたデータパイプ
　　422　FIFOキュー
　　500　SLIMbusシステム
　　504　マルチチャネル入力ポート
　　508　共有バス
　　516　FIFOキュー
　　518　インターリーブされたオーディオストリーム
　　520　インターリーブされたデータパイプ
　　600　SLIMbusシステム
　　602　マルチチャネル出力ポート
　　604　マルチチャネル入力ポート
　　606　受信ポート
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　　608　分配ポート
　　610　共有バス
　　612　第1のオーディオデータ
　　614　第2のオーディオデータ
　　616　第3のオーディオデータ
　　618　第1のデータチャネル
　　620　第2のデータチャネル
　　622　第3のデータチャネル
　　628　FIFOキュー
　　630　インターリーブされたオーディオデータ
　　632　インターリーブされたデータパイプ
　　700　プロセッサベースのシステム
　　702　中央処理ユニット
　　704　プロセッサ
　　706　キャッシュメモリ
　　708　システムバス
　　710　メモリシステム
　　712　入力デバイス
　　714　出力デバイス
　　716　ネットワークインターフェースデバイス
　　718　ディスプレイコントローラ
　　720　ネットワーク
　　722　メモリユニット
　　724　メモリコントローラ

【図１】 【図２Ａ】
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【図２Ｂ】 【図３】

【図４】 【図５】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月6日(2017.3.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シリアル低電力チップ間メディアバス(SLIMbus)を備える時分割多重(TDM)バスに結合さ
れるように構成されたマルチチャネル出力ポートであって、前記TDMバスによって搬送さ
れる少なくとも2つのデータチャネルに同時に接続するように構成されたマルチチャネル
出力ポートと、
　前記マルチチャネル出力ポートに結合され、インターリーブされたオーディオデータを
前記マルチチャネル出力ポートに渡すように構成されたデータパイプとを備えるオーディ
オソース。
【請求項２】
　前記マルチチャネル出力ポートに関連付けられた出力バッファをさらに備え、前記出力
バッファは、先入れ先出し(FIFO)レジスタを備える、請求項1に記載のオーディオソース
。
【請求項３】
　前記データパイプは、ダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプを備える、請求項1に記載
のオーディオソース。
【請求項４】
　前記DMAパイプは、単一のDMAパイプのみを備える、請求項3に記載のオーディオソース
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【請求項５】
　前記少なくとも2つのデータチャネルの各々に1つ設けられたそれぞれの出力バッファを
さらに備え、前記それぞれの出力バッファは先入れ先出し(FIFO)レジスタを備える、請求
項1に記載のオーディオソース。
【請求項６】
　前記それぞれの出力バッファの各々に1つ設けられたそれぞれのデータパイプをさらに
備える、請求項5に記載のオーディオソース。
【請求項７】
　前記それぞれのデータパイプは、ダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプを備える、請
求項6に記載のオーディオソース。
【請求項８】
　前記マルチチャネル出力ポートによって分配されるマルチチャネルオーディオファイル
を記憶するように構成されたメモリ要素をさらに備える、請求項1に記載のオーディオソ
ース。
【請求項９】
　シリアル低電力チップ間メディアバス(SLIMbus)を備える時分割多重(TDM)バスに結合さ
れるように構成されたマルチチャネル入力ポートであって、前記TDMバスによって搬送さ
れる少なくとも2つのデータチャネルに同時に接続するように構成されたマルチチャネル
入力ポートと、
　前記マルチチャネル入力ポートに結合され、インターリーブされたオーディオデータを
前記マルチチャネル入力ポートから受信するように構成されたデータパイプとを備えるオ
ーディオシンク。
【請求項１０】
　前記マルチチャネル入力ポートに関連付けられた入力バッファをさらに備え、前記入力
バッファは、先入れ先出し(FIFO)レジスタを備える、請求項9に記載のオーディオシンク
。
【請求項１１】
　前記データパイプは、ダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプを備える、請求項9に記載
のオーディオシンク。
【請求項１２】
　前記DMAパイプは、単一のDMAパイプのみを備える、請求項11に記載のオーディオシンク
。
【請求項１３】
　前記少なくとも2つのデータチャネルの各々に1つ設けられたそれぞれの入力バッファを
さらに備え、前記それぞれの入力バッファは先入れ先出し(FIFO)レジスタを備える、請求
項9に記載のオーディオシンク。
【請求項１４】
　前記それぞれの入力バッファの各々に1つ設けられたそれぞれのデータパイプをさらに
備える、請求項13に記載のオーディオシンク。
【請求項１５】
　前記それぞれのデータパイプは、ダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプを備える、請
求項14に記載のオーディオシンク。
【請求項１６】
　オーディオソースを制御する方法であって、
　シリアル低電力チップ間メディアバス(SLIMbus)を備える時分割多重(TDM)バスにおける
少なくとも2つのデータチャネルにマルチチャネル出力ポートを接続するステップと、
　前記マルチチャネル出力ポートにおいてインターリーブされたオーディオデータをデー
タパイプから受信するステップであって、前記インターリーブされたオーディオデータは
、前記マルチチャネル出力ポートにおける複数のオーディオチャネルを含む、ステップと
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、
　前記マルチチャネル出力ポートから前記TDMバスにおける前記少なくとも2つのデータチ
ャネルを通して前記複数のオーディオチャネルを同時に送信するステップとを含む方法。
【請求項１７】
　前記インターリーブされたオーディオデータを受信するステップは、前記マルチチャネ
ル出力ポートに関連付けられた出力バッファによって前記インターリーブされたオーディ
オデータを受信するステップを含み、前記出力バッファは、先入れ先出し(FIFO)レジスタ
を備える、請求項16に記載の方法。
【請求項１８】
　前記インターリーブされたオーディオデータを前記データパイプから受信するステップ
は、前記インターリーブされたオーディオデータをダイレクトメモリアクセス(DMA)パイ
プから受信するステップを含む、請求項16に記載の方法。
【請求項１９】
　オーディオシンクを制御する方法であって、
　シリアル低電力チップ間メディアバス(SLIMbus)を備える時分割多重(TDM)バスにおける
少なくとも2つのデータチャネルにマルチチャネル入力ポートを接続するステップと、
　前記マルチチャネル入力ポートにおいて前記TDMバスにおける前記少なくとも2つのデー
タチャネルを通して複数のオーディオチャネルを同時に受信するステップと、
　前記マルチチャネル入力ポートにおいてオーディオデータをインターリーブするステッ
プと、
　前記インターリーブされたオーディオデータをデータパイプに渡すステップとを含む方
法。
【請求項２０】
　前記複数のオーディオチャネルを受信するステップは、前記マルチチャネル入力ポート
に関連付けられた入力バッファによって前記インターリーブされたオーディオデータを受
信するステップを含み、前記入力バッファは、先入れ先出し(FIFO)レジスタを備える、請
求項19に記載の方法。
【請求項２１】
　前記インターリーブされたオーディオデータを前記データパイプに渡すステップは、前
記インターリーブされたオーディオデータをダイレクトメモリアクセス(DMA)パイプに渡
すステップを含む、請求項19に記載の方法。
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